
春作業へ向けて新型農機具がずらり
　ＪＡあきた白神主催による「農業機械展示会」が３月２２日と２３
日、カントリーエレベーター特設会場で開かれ、２日間で約２３０
人の来場者で賑わいました。
　会場にはメーカーごとに田植機やトラクター、播種機等を多数
展示。来場者はＪＡ職員や各メーカー担当者の説明を熱心に聞き
ながら、農機具の性能を確認していました。また、農作業安全講
習会も行われ、農業機械の点検や手入れの方法、そして安全に使
用するための留意点が説明されました。担当者からは「機械はよ
り安全に使用できるようになってきているが、事故の無いよう安
全に留意して農作業に励んでもらいたい」と呼び掛けました。

農業機械課

店頭販売で旬の「白神山うど」を味わってもらう
　山うど部会（桜田和浩部会長）は３月３日、「白神山うど」の
販売促進キャンペーンを秋田市と潟上市のスーパー３店舗で行い
ました。キャンペーンには部会員やＪＡ職員、ミスフレッシュが
参加し、店頭にて「白神山うどスティック」などの試食会を行い
ＰＲしました。
　当管内の山うどは県内随一の産地として、県内の量販店をはじ
め関東、札幌、大阪など各市場に出荷されており、生産者で構成
される山うど部会も、年に数回、県内外のスーパーなどで販促活
動に取り組み、消費拡大を図っています。販売額１億２５００万円の
達成を目指し、白神山うどの出荷は４月中旬まで続きます。

山うど部会

▲農機具の説明を受ける来場者

▲旬の山うどを味わってもらいました

健苗育成に向けて水稲育苗講習会を開催 営農企画課

　営農企画課では稲作作業の本格化に向け、育苗技術向上
や栽培の注意点などを説明する、能代地区水稲育苗講習会
を３月２２日に開きました。能代地区の生産者約４０人が参加
し、「水稲育苗管理の基本的技術」や「高密度播種苗の栽
培技術」について説明を受けました。
　地域振興局普及課の田口氏は、田植え予定日と苗の種類
からさかのぼって播種量、播種日を決めることに触れ「作
付面積が大きい場合や数品種を組み合わせて作付けする場
合は、作業計画をしっかり立て、極端に田植えが遅れない
ようにしてもらいたい」と呼び掛けました。

　また、ヤンマー農機販売㈱の担当者は、水稲栽培の省力
化とコスト削減に向けた取り組みとして、農林水産省の最
新農業技術・品種２０１６に選ばれた「密苗」について紹介し
ました。密苗は、通常育苗箱当たり乾籾で１００～１２０ｇの播
種量を２５０～３００ｇと高密度に播種し、その苗から慣行同様
に３～４本ずつかき取り移植を行うことで、苗箱数や資材
費、作業時間などの大幅な省力化とコスト削減が目指せる
ということで注目を集めています。当ＪＡ管内で昨年度は、
５か所で密苗栽培試験を行っており今後の普及拡大に向け
て検証していきます。

◀�説明に耳を傾ける
参加者

双子座（5・21〜6・21）　面倒見の良さを発揮することで、対人面に好影響が。持ち前の社交性を生かして。気分転換には音楽鑑賞が最適
2018.4月号

10


